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1. 学年・教科・単元名 ６年 理科 「生物とかんきょう」 

2. 実践者（所属） 武川 恭子（真福寺小学校） 

 

3. 使用する機器・メディアなど 

入 力 ソフト，コンテンツ 出 力 

○ 教材提示装置 ○ 50 インチ大型テレビ 

○ コンピュータ 
 

Web サイト 

(         )  電子黒板 

 デジタルカメラ  プロジェクタ 

 SD カード 
 

PC ソフト 

（            )  プリンタ 

 デジタルビデオカメラ   

 DVD プレイヤー 
 

DVD ソフト，放送番組 

(         )   

 その他（                                    ） 

 

4. ICT 活用のねらい（資料「教育の情報化に関する手引」文部科学省 2009 年） 

教師が活用する場面 児童が活用する場面 

 興味・関心を高めるため  情報を収集・選択するため 

 課題を明確につかませるため  文章，表や図にまとめるため 

 
わかりやすく説明したり，児童の思考や

理解を深めたりするため 
○ 

わかりやすく発表したり表現したり

するため 

○ 知識の定着を図るため  知識の定着や技能の習熟を図るため 

 

5. 学習活動の流れ 

学習活動（４５分） ICT 活用の留意点等 

●取り入れられた水の通り道を 

観察しよう。 

１．予想を発表する。 

２.観察し，記録する。 

（各グループごとに植物が異なる） 

 

３.結果を交流する。 

 

４.学習のまとめをして，映像資料

で確認する。 

 

・児童はノートに書き入れた水の通り道の予想を

図を見せながら説明する。（教材提示装置活用） 

・観察前に児童のノートに透明なシートを重ねて

映し，記録の仕方を提示することで，簡潔に見

やすくまとめることができる。 

・教材提示装置を使うが，記録を見せるか実物を

見せるか，伝え方は児童が選んでよい。 

・映像資料は本時に必要な部分だけを選びだして

おくことで，ポイントがしっかりと押さえられ

る。 

 

6．実践のポイント 

自分の予想や観察結果を言葉だけではなく，実物やまとめたノートを提示しながら説

明することで，言葉では伝わりにくい表現も視覚で補うことができ，児童がイメージ

しやすいようだ。 


